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ネットワーク系 舟橋研究室手背画像による親指の隠れを考慮した

ビジョンベースデータグローブ No. 23115036 川島 一輝

1 はじめに
バーチャルリアリティに関する技術が大きく進歩し

ている一方で，我々の日常生活において，それらの技

術を目にする機会は依然少ない．当研究室ではVRシ

ステムの一般家庭への普及を目的として，比較的性能

の高くない計算機でも利用できるVRシステムの研究

を行っている．本研究では，それらのような安価に構

成されるべきシステムで利用することを想定した，安

価かつ小型なインタフェースをテーマとする．その上

で，カメラ画像から手の姿勢推定を行うビジョンベー

スデータグローブに着目する．当研究室ではこのビ

ジョンベースデータグローブについて，個々の問題点

を順に解決してきている (文献 [1]-[3])．しかし様々な

問題点も残されており，例えば手背画像における親指

の隠れに対応できていない．そこで，本研究ではこの

問題を解決するために姿勢推定手法の改良を試みた．

2 従来のビジョンベースデータグローブ
当研究室では，これまでに 1台のカメラ画像にお

ける各指先の二次元座標と，手の三次元座標と方向が

取得可能であるという前提条件のもとで，手指の各関

節角度を推定する手法を提案している [1]．実験では

指先につけた色マーカを基に指先の二次元座標を検

出し，ARマーカにより手の三次元座標と方向を取得

する．その上で，手指の拘束条件により指先の三次元

位置を推定し，逆運動学を解き，手指の姿勢推定を行

う．また，指先が他の指に隠れてしまい検知出来ない

セルフオクルージョンが発生した場合は，指先が隠れ

る前の動作が継続していると仮定することで，手指の

姿勢を推定する．

上述の手法は手掌側からのカメラ画像を前提とし

ているが，当研究室では，手背画像での手指の姿勢の

推定を行う手法も提案している [2][3]．この手法では

親指の指先が見えていることを前提条件として，カメ

ラ画像における手の面積，及び手の領域に対する凸包

の輪郭線長，親指の関節角度を用いて手指の姿勢推定

を行う．事前に，親指以外の指 4本の屈曲度合の合計

を要素として持つ，手の面積および凸包輪郭線長によ

る二次元の表を，親指の関節角度ごとに作成すること

で，三次元の分布表を作成する．指先が隠れた場合に

は，この三次元の分布表を参照して得た合計屈曲率を

基に，親指以外の指 4本の関節角度を推定する．

3 親指の隠れを考慮した推定法
本研究では，手背画像において親指の指先が隠れた

場合でも手の姿勢を推定できるように，これまでの手

法を改良する．先述の手法では，親指の指先が隠れて

いる場合，親指の関節角度を取得することが出来ず，

親指の関節角度を利用して三次元の表を参照するこ

とができない．そこで新たにカメラ画像における手

の縦横比をもとに三次元空間での手の縦横比を求め，

親指の指先が隠れている場合の親指の関節角度を推定

することで問題の解決を図る．先述の三次元の分布表

とは別に、新たに親指の関節角度を要素として持つ，

手の面積と凸包輪郭線長，そして縦横比の三つによる

三次元の表を作成する．三つの値を基に親指の関節角

度を求め，親指の関節角度，手の面積，凸包輪郭線長

の三次元の表を参照し，親指以外の指 4本の合計屈曲

率を求めることで手の姿勢を推定する．

4 実験
提案システムを用いて，推定結果をもとに手の CG

を表示する実験システムを構築し，親指が隠れた場合

でも正しい姿勢が推定できているかどうかをアンケー

ト形式で評価してもらった (図 1)．その結果，システ

ムとして利用可能な程度の関節角度の推定ができてい

るという結果が得られた．

図 1: 実験の様子

5 まとめ
手の縦横比に着目し，親指が隠れた場合の親指の関

節角度を推定し，それを利用して他の隠れ指の姿勢推

定を行う手法を提案した．指同士の相関関係を考慮し

た姿勢推定や，分布表の自動生成などを今後の課題と

したい．
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